
１

新
金
沢
発
掘
隊
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
と
は

●
金
沢
の
魅
力
興
し
の
た
め
に
住
民
と
学
生
と
行
政

職
員
が
手
を
組
ん
だ
～
区
役
所
と
大
学
、
区
民
に
よ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
街
づ
く
り
集
団
政
誕
生

　
新
金
沢
発
掘
隊
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ

Z
A
W
A

O
P
E
R
A
T
I
O
N
　
P
R
O
J
E
C
T
の
略
称
）
は
、

「
海
を
生
か
し
た
金
沢
の
街
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
平
成
三
年
度
の
金
沢
区
職
員
の
自
主
研
修
を
き
っ

か
け
に
始
ま
っ
た
。
活
動
の
そ
も
そ
も
の
目
的
は
、

金
沢
区
の
特
色
あ
る
魅
力
資
源
の
発
掘
と
そ
れ
を
生

か
し
た
街
づ
く
り
の
実
践
。
会
の
事
務
局
機
能
の
一

翼
を
、
区
の
職
員
が
業
務
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
担
い
、
ま
た
、
街
興
し
イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
実
行

部
隊
と
し
て
、
横
浜
市
立
大
学
学
生
の
グ
ル
ー
プ
が

継
続
的
に
参
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
金
沢
ま
ち

づ
く
り
の
会
」
や
「
金
沢
子
連
れ
マ
ッ
プ
の
会
」
と

い
っ
た
多
様
な
住
民
層
が
会
の
企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

２

パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
型
街
づ
く
り
に
向
け

て
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｉ

●
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
で
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

の
顔
が
見
え
た
～
巨
大
地
図
を
使
っ
て
の
地
域
ニ
ー

ズ
・
資
源
の
掘
り
起
こ
し

　
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
と
は
、
一
千
五
百
分

の
一
程
度
の
明
細
地
図
を
張
り
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た

五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
金
沢
区
図
（
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
）

を
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
持
込
み
、
そ
こ
に
参
加
者
で
あ

る
不
特
定
多
数
の
区
民
に
裸
足
に
な
っ
て
自
由
に
乗
っ

て
も
ら
い
、
自
分
の
家
探
し
か
ら
始
ま
っ
て
、
区
内

の
好
き
な
場
所
・
嫌
い
な
場
所
、
史
跡
や
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
、
ホ
タ
ル
や
タ
ヌ
キ
な
ど
の
生
き
物
情
報
、

果
て
は
お
い
し
い
お
店
か
ら
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
、

個
々
人
の
持
っ
て
い
る
金
沢
区
に
関
す
る
「
街
ネ
タ
」

を
ノ
ン
ジ
ヤ
ン
ル
で
思
い
思
い
に
地
図
に
直
接
書
き

込
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
。

　
平
成
五
年
一
月
十
五
日
に
金
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の

プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
借
り
て
行
わ
れ
た
第
一
回
の
ガ
リ

バ
ー
地
図
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ
の
日
だ
け
で
八
十
人
以

上
の
区
民
が
参
加
し
、
多
く
の
参
加
者
が
臆
す
る
こ

と
無
く
靴
を
脱
ぎ
、
地
図
上
に
乗
り
、
熱
心
に
書
き

込
み
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ガ
リ
バ
ー
地
図
は
、
Ｓ

Ｋ
Ｏ
Ｐ
が
別
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
実
施
す
る
場
合
で

も
、
併
せ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
ま
で

推
定
六
百
人
以
上
の
区
民
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た

様
々
な
情
報
が
地
図
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
１
　
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
は
、
参
加
者
の
コ

ミ
ュ
テ
ィ
意
識
を
覚
醒
す
る

　
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
は
、
ま
ず
参
加
者
に
街
全
体
の

広
が
り
を
鳥
の
よ
う
に
俯
瞰
す
る
眼
差
し
を
提
供
す

る
。
そ
し
て
参
加
者
が
、
地
図
と
対
話
（
書
き
込
み
・

読
み
込
み
）
を
始
め
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
機

能
的
な
点
と
し
て
し
か
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
街
が
、

様
々
な
情
報
の
有
機
的
な
繋
が
り
に
よ
っ
て
面
的
な

広
が
り
を
持
っ
た
空
間
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
さ
ら
に
は
、
地
図
へ
の
書
き
込
み
情
報
を
も
と

に
見
知
ら
ぬ
参
加
者
同
士
の
間
で
、
対
話
が
生
ま
れ
、

地
図
上
で
複
数
の
参
加
者
に
よ
る
「
井
戸
端
会
議
」

が
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
展
開
さ
れ
る
。
ガ
リ
バ
ー

マ
ッ
プ
は
都
市
生
活
者
の
眠
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意

識
を
よ
び
覚
ま
す
の
に
有
効
な
メ
デ
ィ
ア
だ
。

●
「
死
ん
だ
名
所
旧
跡
」
よ
り
も
「
生
き
て
動
い
て

い
る
場
」
が
面
白
い
～
「
ガ
リ
バ
ー
さ
ん
の
足
跡
探

し
」
（
街
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
で
街
に
出
る

　
　
「
ガ
リ
バ
ー
さ
ん
の
足
跡
探
し
」
（
街
歩
き
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）
と
は
、
ガ
リ
バ
ー
地
図
に
書
き
込
ま

れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
、
実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源

（
街
ネ
タ
）
が
存
在
す
る
現
場
に
赴
き
、
見
る
、
聞

く
、
話
す
、
触
る
な
ど
参
加
者
が
五
感
を
駆
使
す
る

形
で
、
資
源
を
体
験
的
に
確
認
し
て
見
る
と
い
う
趣

旨
で
企
画
さ
れ
た
も
の
。

　
金
沢
区
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
に
一
通
り
の
情
報
が
集

積
さ
れ
た
後
、
平
成
五
年
か
ら
平
成
六
年
に
か
け
て
、

「
広
報
よ
こ
は
ま
」
や
チ
ラ
シ
等
を
通
じ
て
広
く
区

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

７

①
新
金
沢
発
掘
隊
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
推
進
事
業

地
図
か
ら
始
ま
る
街
づ
く
り
、
地
図
か
ら
広
が
る
街
づ
く
り

データ

事業主体
事業名称
事業年度
参加形態
と対象

金沢区役所
新金沢発掘隊ＳＫＯＰ推進事業
平成３年～
市民、横浜市立大学学生、区の職
員（平成７年度まではボランティ
ア参加、平成８年度からはパート
ナーシップモデル事業と連携し、
業務として位置づけられた）によ
る企画段階からの参加と協働



民
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
三
回
の
”
足
跡
探
し
”
を

実
施
し
た
。
す
な
わ
ち
平
潟
湾
周
辺
の
金
沢
八
景
地

区
を
対
象
と
し
た
「
金
沢
八
景
道
中
膝
栗
毛
」
で
あ

り
、
区
南
部
の
六
浦
地
区
を
流
れ
る
侍
従
川
流
域
に

て
行
っ
た
「
行
け
行
け
侍
従
川
」
で
あ
り
、
そ
し
て

区
北
部
の
埋
立
地
（
幸
浦
・
福
浦
）
と
旧
海
岸
線
（
富

岡
～
柴
）
を
カ
バ
ー
す
る
エ
リ
ア
で
実
施
し
た
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
・
ト
ラ
ペ
リ
ン
グ
」

で
あ
る
。
ガ
リ
バ
ー
地
図
に
書
き
込
ま
れ
た
数
多
く

の
情
報
（
資
源
）
を
検
討
し
、
コ
ー
ス
を
組
む
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
一
般
的

に
認
知
さ
れ
て
き
た
「
景
勝
の
地
」
や
「
名
所
旧
跡
」

よ
り
も
、
そ
の
場
所
や
資
源
に
こ
だ
わ
り
、
保
全
活

用
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
主
体
（
地
域
住
民
）

が
存
在
し
て
い
る
も
の
に
主
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

ポ
イ
ン
ト
２
　
街
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
資
源
へ

の
視
点
を
転
換
す
る

　
　
「
不
特
定
多
数
の
固
有
名
詞
の
生
活
者
」
の
視
点

か
ら
街
の
中
の
微
細
な
場
所
や
資
源
に
光
を
当
て
る

ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
は
、
水
、
緑
、
史
跡
と
い
っ
た
行

政
が
考
え
て
い
る
定
形
的
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
の
イ

メ
ー
ジ
を
突
き
崩
す
。
金
沢
区
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
に

書
き
込
ま
れ
た
情
報
を
読
む
と
、
地
域
住
民
か
ら
支

持
を
受
け
、
実
際
に
活
用
さ
え
さ
れ
て
い
れ
ば
「
学

校
の
裏
庭
の
小
さ
な
ト
ン
ボ
池
」
や
「
歯
車
工
場
の

屋
根
裏
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」
、
「
ジ
ャ
コ
バ
ン
を

売
る
パ
ン
屋
」
等
の
日
常
的
な
空
間
が
い
つ
で
も
魅

力
的
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
実

感
と
し
て
教
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源

が
魅
力
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
愛
し
継
続
的

に
か
か
わ
り
続
け
る
個
人
及
び
団
体
の
存
在
が
不
可

欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
必
然
的
に
、
「
ガ
リ
バ
ー
さ
ん
の
足
跡
探
し
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
の
保
全
活
用

に
か
か
わ
っ
て
い
る
地
域
活
動
団
体
及
び
個
人
に
対

す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ツ
ア
ー
の
性
格
を
帯
び
い
参
加

者
が
地
域
活
動
ヘ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
実
践
的
に
交
換
し
、
学
ぶ
場
と
な
っ
た
。

３

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
街
づ
く
り
の
た

め
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２

●
「
街
づ
く
り
マ
ッ
プ
」
で
区
の
特
色
が
浮
か
び
上

が
っ
た
～
活
動
の
中
間
総
括
・
金
沢
面
白
不
思
議
地

図
「
金
澤
発
見
伝
」
の
編
集
発
行

　
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
や
街
歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

成
果
を
よ
り
多
く
の
区
民
と
わ
か
り
や
す
い
形
で
共

有
化
す
る
た
め
、
新
金
沢
発
掘
隊
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
は
、
平

成
六
年
七
月
に
一
枚
の
ハ
ン
デ
ィ
な
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
を
編
集
発
行
し
た
。
そ
れ
が
金
澤
面
白
不
思
議
マ
ッ

プ
「
金
澤
発
見
伝
」
で
あ
る
。
地
図
の
表
面
は
、
Ｓ

Ｋ
Ｏ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
横
浜
市
大
生
か
、

野
島
展
望
台
か
ら
眺
め
た
金
沢
区
の
俯
瞰
図
を
イ
ラ

ス
ト
風
に
描
き
、
裏
面
は
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
と
街
歩

き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
が
発
掘
し

た
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
地
域
活
動

団
体
の
活
動
の
様
子
を
区
南
部
の
「
侍
従
川
・
平
潟

湾
流
域
」
、
区
北
部
の
「
埋
立
地
と
旧
海
岸
線
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
ご
と
に
絵
巻
物
語
り
風
に
描
い

て
い
る
。

　
こ
の
Ａ
２
サ
イ
ズ
・
両
面
カ
ラ
ー
印
刷
の
絵
解
き

地
図
は
、
発
刊
当
初
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
購
入
希
望
の
区
民
が
殺
到
し
、

初
刷
り
の
二
千
部
は
、
三
か
月
程
で
底
を
つ
い
て
し

ま
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
３
　
「
金
澤
発
見
伝
」
で
表
現
さ
れ
た
地

域
文
化
生
活
圏

　
　
「
金
澤
発
見
伝
」
の
最
大
の
成
果
は
、
ガ
リ
バ
ー

地
図
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
と
そ

れ
に
か
か
わ
る
地
域
活
動
団
体
及
び
個
人
を
、
丘
陵

地
や
海
岸
線
、
河
川
等
の
金
沢
区
の
自
然
地
形
に
沿
っ

て
繋
ぎ
併
せ
る
こ
と
で
、
区
域
に
幾
つ
か
の
地
域
的

な
ま
と
ま
り
、
い
わ
ば
「
地
域
文
化
生
活
圏
」
と
い
っ

た
も
の
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
金
沢
区
に
は
他
の
横
浜
市
の
行
政
区
に

な
い
特
徴
と
し
て
、
源
流
か
ら
海
域
ま
で
を
貫
く
、

完
結
し
た
水
の
軸
線
（
朝
比
奈
の
森
～
侍
従
川
～
平

潟
湾
～
野
島
海
岸
～
東
京
湾
ま
で
連
な
る
土
地
自
然

シ
ス
テ
ム
は
そ
の
一
典
型
だ
）
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
れ
に
沿
っ
て
環
境
的
な
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
の
み
な

ら
ず
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
歴
史
的
ア

メ
ニ
テ
ィ
資
源
も
集
積
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
域

住
民
団
体
及
び
個
人
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
を
巡
る
保

全
活
動
も
こ
の
「
水
の
軸
線
」
を
意
識
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

　
　
「
金
澤
発
見
伝
」
は
、
金
沢
区
が
こ
の
よ
う
な
ア

メ
ニ
テ
ィ
資
源
の
連
な
り
と
住
民
主
体
と
の
か
か
わ

り
の
あ
り
か
た
に
よ
っ
て
映
し
だ
さ
れ
る
「
地
域
文

化
生
活
圏
」
の
連
合
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
子

供
で
も
楽
し
め
る
絵
巻
物
語
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い

る
。

４

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
街
づ
く
り
の
た

め
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３

●
「
イ
ベ
ン
ト
」
（
共
同
作
業
）
を
通
じ
て
流
域
の

住
民
団
体
が
結
び
付
い
た
～
「
金
沢
水
の
日
」
で
森

と
川
と
海
と
街
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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「
金
沢
水
の
日
」
は
、
新
金
沢
発
掘
隊
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ

が
、
ガ
リ
バ
ー
マ
ッ
プ
に
よ
っ
て
発
掘
し
、
街
歩
き

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
出
会
い
、
「
金
庫
発
見

伝
」
で
描
い
た
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
に
か
か
わ
る
－
特

に
「
水
の
軸
線
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
－
市
民
団

体
に
呼
び
掛
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
実
行
委
員
会

を
結
成
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
第
一
回

「
金
沢
水
の
日
」
実
行
委
員
会
は
、
七
つ
の
テ
ー
マ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
海
を
つ
く
る
会
、
金
沢
野
鳥
ク
ラ

ブ
、
大
道
ふ
る
さ
と
の
生
き
物
と
自
然
に
親
し
む
会

等
）
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
等
の
団
体
機
関
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
自
体
も
、
平
成
六
年
十

一
月
十
三
日
を
金
沢
水
の
日
と
実
行
委
員
会
が
独
自

に
宣
言
し
、
区
内
の
水
辺
の
至
る
所
で
同
時
多
発
的

に
行
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
形
式
を
と
っ
た
。

　
企
画
内
容
は
、
例
え
ば
、
野
島
海
岸
の
グ
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
活
動
や
野
島
の
海
水
を
使
っ
て
の
「
塩
づ
く

り
」
、
水
性
植
物
の
植
栽
に
よ
る
侍
従
川
の
エ
コ
ア
ッ

プ
や
イ
カ
ダ
下
り
、
平
潟
湾
で
の
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
か
ら
長
浜
野
鳥
観
察
池
で
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
、
そ
し
て
朝
比
奈
、
釜
利
谷
、
富
岡
へ
の
源
流

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
涌
き
水
コ
ー
ヒ
ー
の
試
飲
会
等
。

水
に
か
か
わ
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
の
可
能
性
を
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
体
験
し
つ
つ
探
求
し
よ
う
と
い
う
も

の
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
実
施
し
た
第
二
回
金
沢
水
の
日
で

は
、
公
募
に
よ
る
個
人
参
加
の
ス
タ
ッ
フ
が
新
た
に

実
行
委
員
会
に
加
わ
る
と
共
に
、
侍
従
川
流
域
の
連

合
町
内
会
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
テ
イ
と
の
連
携
も
出
来

つ
つ
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
４
　
「
金
沢
水
の
日
」
は
ジ
ョ
イ
フ
ル
に

資
源
と
主
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

　
　
「
金
沢
水
の
日
」
は
、
地
図
か
ら
生
ま
れ
た
新
し

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
以
下
の
特

色
を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
実
行
委
員
会
を
構
成

す
る
メ
ン
バ
ー
が
七
十
歳
の
高
齢
者
か
ら
中
学
生
ま

で
、
楽
し
み
な
が
ら
、
自
発
的
に
参
加
し
て
い
る
こ

と
。
ま
た
、
”
体
を
動
か
し
汗
を
か
い
て
こ
そ
ナ
ン

ボ
”
と
い
っ
た
集
ま
り
な
の
で
、
会
議
の
場
で
意
見

言
い
放
し
と
い
う
姿
勢
の
人
は
自
然
と
居
場
所
が
な

く
な
る
。
さ
ら
に
、
「
金
沢
区
の
水
環
境
の
歴
史
性

や
風
土
性
を
新
し
い
形
で
蘇
ら
せ
る
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
を
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
全
て
が
共
有
化
し
て

い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
多
様
な
わ
り
に
は
、

方
向
性
が
明
確
で
あ
り
、
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
「
地
域
文
化
生
活
圏
」
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
提
案
し
よ
う
と
い
。
う
動
き
す
ら
出
て
き
て
い

る
。

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

今
後
の
展
望
と
課
題

　
新
金
沢
発
掘
隊
Ｓ
Ｋ
Ｏ
Ｐ
は
、
こ
れ
ま
で
の
五
年

間
に
及
ぶ
様
々
な
活
動
（
今
回
こ
こ
に
記
述
し
た
の

は
、
そ
の
一
部
で
あ
る
）
に
区
切
り
を
つ
け
る
意
味

で
、
平
成
八
年
三
月
十
日
に
横
浜
市
立
大
学
体
育
館

に
お
い
て
、
「
横
濱
金
澤
地
図
博
覧
会
」
を
開
催
。

区
内
及
び
市
内
の
様
々
な
街
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
協

力
に
よ
っ
て
、
区
民
の
手
作
り
地
図
を
中
心
に
二
百

点
以
上
も
の
地
図
を
展
示
。
金
沢
区
及
び
横
浜
市
の

様
々
な
分
野
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
資
源
や
地
域
街
づ
く
り

活
動
の
現
況
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
表
現
し
、
一
日
だ
け

で
千
二
百
人
も
の
参
加
者
を
集
め
て
、
盛
況
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
。

　
平
成
八
年
度
は
、
金
沢
区
が
横
浜
市
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
モ
デ
ル
事
業
の
総
合
モ
デ
ル
区
に
指
定

さ
れ
た
の
に
伴
い
、
金
沢
区
全
体
の
事
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
で
、
組
織
的
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す

べ
き
か
新
集
団
と
し
て
の
生
ま
れ
変
わ
り
も
含
め
て

現
在
メ
ン
バ
ー
間
で
検
討
中
で
あ
る
。

９●
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